
わたしたちの地域と歴史文化⑥

膳所 富士見晴 嵐

城下町膳所とその周辺の
歴史文化
城下町膳所とその周辺の
歴史文化



縄
じょう

文
も ん

時代〜平
へ い

安
あ ん

時代

この地域は、古くは粟
あわ

津
づ

と呼ばれ、江戸時代の膳
所城と城下町、大正時代からの工業地帯、昭和40年 
代から開発の進んだ山手の住宅街と、特色ある歴史
をもつ、膳所、晴嵐、富士見の各小学校区からなり
ます。

琵琶湖と瀬田川、背後の山並みなどの自然環境に
恵まれ、古くから人々が生活していたことが、今は
琵琶湖の底にある縄文時代の粟津湖

こ

底
て い

遺
い

跡
せ き

や、弥生
時代の膳所湖底遺跡からわかります。

古墳時代には、秋葉台に４世紀末から５世紀初め
の膳所茶

ち ゃ

臼
う す

山
や ま

古墳と小
こ

茶
ちゃ

臼
うす

山
やま

古墳がつくられました。
また、国分一丁目に６世紀中ごろの国

こ く

分
ぶ

大
お お

塚
つ か

古墳が、
６世紀後半には園

その

山
やま

二丁目に11基程の小規模な古墳
群である園

その

山
やま

古墳群があります。

671年、大
おお

津
つの

宮
みや

に都を移した天
てん

智
じ

天皇が亡く
なると、翌年には跡継ぎをめぐって天智の弟の
大
お お あ ま の お う じ

海人皇子と天智の子の大
おおとものおうじ

友皇子の間で壬
じん

申
しん

の乱
らん

がおこりました。瀬田橋周辺では、その勝敗を決
する戦いがくりひろげられました。周囲には壬申
の乱で敗れた大友皇子をまつる社寺が多く、鳥居
川と北大路の御

ご

霊
りょう

神社、西の庄の石
いわ

坐
い

神
じん

社
じゃ

と法
ほう

傳
でん

寺
じ

などがあります。壬申の乱について記した『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』には瀬田橋の戦いに関わって、「粟津岡」
や「粟津市」など粟津の地名が登場します。瀬田橋
の西にあるこの地域は、こののちも瀬田橋の攻防
をめぐる戦乱の舞台となりました。

粟津は、大津宮遷
せん

都
と

の時、大
や ま と

和（奈良県）の
三
み

輪
わ

明
みょう

神
じん

が日
ひ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

に向かう途中で、粟
あわ

飯
めし

が献
けん

上
じょう

されたことからおこった地名と言われます。今も
日吉大社の山

さん

王
のう

祭
さい

では、膳所の五社が唐
から

崎
さき

神社の

沖で神
しん

饌
せん

（神様に供える食物）を献上する「粟
あわ

津
づの

御
ご

供
く

」が行われています。
奈良時代、聖

しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は、740（天
てん

平
ぴょう

12）年に平
へい

城
じょう

京
きょう

を離れて山
やま

城
しろ

の恭
く

仁
に

京
きょう

（京都府木津川市）、近
お う み

江
の紫

し が ら き の み や

香楽宮（甲賀市）、摂
せっ

津
つ

の難
な に わ

波京
きょう

（大阪市）と移
りました。この途中に禾

あ わ

津
づ の

頓
と ん

宮
ぐ う

（仮の宮殿）に滞在
していたことが記録に見え、この頓宮とみられる建
物跡が膳所高等学校の敷

しき

地
ち

内で見つかっています。
741（天平13）年には、国ごとに国

こく

分
ぶん

寺
じ

と国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を建
こん

立
りゅう

する命令が出されます。近江国の国分寺
は甲

こう

賀
か

寺
てら

でしたが、820（弘
こう

仁
にん

11）年から国
こく

昌
しょう

寺
じ

が
その役割を果たすようになりました。晴嵐小学校
には1936（昭和11）年に「近江国分寺址

あと

」の碑
ひ

が建
てられ、この近くに寺院があったと考えられていま
す。晴嵐小学校の北側に残る北大路の町名は、国
分寺門

もん

前
ぜん

の大きな道に由来するといわれています。
759（天

てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

３）年、平城京とならぶ都として
保

ほ

良
ら の

宮
み や

の造営が始まり、宮を守る寺として石山寺
の整備も進められました。保良宮の場所ははっき
りしていませんが、晴嵐小学校南側の石山国

こ く

分
ぶ

遺
跡のあたりにあったと考えられています。国分団
地の中にある「へそ石」、国分二丁目の近

ち か

津
つ

尾
お

神社
境内の洞

ほら

神社（元は「へそ石」の付近に鎮
ちん

座
ざ

）にも、
保良宮に関係する伝承があります。

鎌
か ま

倉
く ら

時代〜室
む ろ

町
ま ち

時代

平安時代の終わり、平
へい

家
け

を打倒するため木
き

曽
そ

（長
野県）で挙

きょ

兵
へい

した源
みなもとのよしなか

義仲は、1183（寿
じゅ

永
えい

２）年に京
都に攻め入りました。ところが、義仲も源

みなもとのよりとも

頼朝の
命令をうけた源

みなもとのよしつね

義経に攻められ、粟津の合戦で、
家臣で乳

ち

兄
きょう

弟
だい

の今
い ま

井
い

兼
か ね

平
ひ ら

とともに討
う

ち死にしまし
た。義仲の墓は馬場一丁目の義

ぎ

仲
ちゅう

寺
じ

にあり、兼平 
の墓は富士見台の「すぐろ谷

だに

」にあったものが、
1667（寛

かん

文
ぶん

７）年に膳所藩主本
ほん

多
だ

康
やす

将
まさ

によって晴嵐 
二丁目の現地に移されました。

室町時代になると、室町幕府を開いた足
あし

利
かが

 
尊
たか

氏
うじ

は園
おん

城
じょう

寺
じ

（三
み

井
い

寺
でら

）を深く信仰し、新
しん

羅
ら

善
ぜん

神
しん

堂
どう

（国宝）を再建し、粟津別
べっ

保
ぽ

の地
じ

頭
とう

職
しき

（土地を
管理・支配する権利）を新羅神社へ寄付していま
す。今も杉浦町の若宮八幡神社には、新羅神社が 

まつられています。
この地域には、平安時代から朝

ちょう

廷
てい

に食材を献
けん

上
じょう

した粟津御
みくりや

厨や粟津庄に加え、粟津橋本五
ご

箇
か

庄
しょう

、
膳所中庄といった荘

しょう

園
えん

があり、国分は石山寺の所
しょ

領
りょう

となっていました。
粟津の名前は粟津橋本供

く

御
ご

人
に ん

として京都にも知
れ渡りました。粟津橋本供御人は、もともと朝廷
へ魚介類を献上していましたが、鎌倉時代の中頃
になると京都の六角町に店を借り、販売をはじめ
ました。そして、様々な負担の免除をうける特権
を持ちました。

安
あ

土
づ ち

桃
も も

山
や ま

時代〜江
え

戸
ど

時代

1600（慶
けい

長
ちょう

５）年、関ヶ原合戦の前におこった大
津城での戦いのあと、徳川家康は大津の城を膳所
に移し（膳所城）、戸

と

田
だ

一
かず

西
あき

を初代城主としました。
膳所城は、琵琶湖上に北の丸、本丸、二の丸、三
の丸が並ぶという配置でした。

  膳所城から移された膳所神社表門

  膳所城から移された篠津神社表門

城下町は、北から西の庄、木下、膳所、中庄、
別保の５か村にまたがり、町の中央を東海道が
通っていました。北と南の入口には大津口総

そう

門
もん

と
瀬田口総門があり、番所が置かれて城下町への 

城下町膳所と
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膳所城跡公園航空写真膳所城跡公園航空写真

知ってるか
な

知ってるか
な

地地地地元元元元
歴史の
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NO 歴史文化遺産名称 場所
1 和田神社 木下町

2 禾津頓宮跡 膳所二丁目

3 縁心寺 丸の内町

4 膳所神社 膳所一丁目

5 篠津神社 中庄一丁目

6 膳所城跡 本丸町

7 蘆花浅水荘（記恩寺） 中庄一丁目

8 膳所焼美術館 中庄一丁目

9 若宮八幡神社（放生会） 杉浦町

10 新羅神社 杉浦町

11 膳所茶臼山古墳 秋葉台

12 三池記碑 秋葉台

13 粟津湖底遺跡 晴嵐一丁目地先

14 今井兼平の墓 晴嵐二丁目

15 東洋レーヨン滋賀工場 園山一丁目

16 鳥居川水位観測所 唐橋町

17 御霊神社（壬申の乱伝承地） 鳥居川町・
北大路一丁目

18 旧伊庭家住宅（住友活機園） 田辺町

19 石山国分遺跡 光が丘町・ 
田辺町ほか

20 国分大塚古墳 国分一丁目

21 近津尾神社 国分二丁目

22 幻住庵 国分二丁目

23 へそ石（保良宮伝承地） 国分二丁目

学部）が創設され、1901（明治34）年に膳所町とな
りました。石山村では1903（明治36）年に国鉄石
山駅が開業し、1914（大正３）年には大津電車の
浜大津－蛍谷（現京阪石山寺）間が開通し、交通
の利便性が高まりました。ちなみに、蛍谷は江戸
時代から蛍の名所として知られていました。

琵琶湖と瀬田川をひかえたこの地域には、旧
きゅう

伊
い

庭
ば

家
け

住
じゅう

宅
た く

（住
す み

友
と も

活
か っ

機
き

園
え ん

）や蘆
ろ

花
か

浅
せ ん

水
す い

荘
そ う

（記
き

恩
お ん

寺
じ

）の
ような別荘も建てられましたが、大正時代になる
と、1927（昭和２）年に操業を開始した東洋レー
ヨン（現在の東レ）に代表される、繊

せん

維
い

工場が進出
してきました。その結果、人口も増え、石山村は
1930（昭和５）年に石山町となりました。

そして、1933（昭和８）年には膳所町、石山町
と大津市が合併します。1936（昭和11）年には、
石山尋常高等小学校から分かれて晴嵐尋常小学校
が、開校しています。

しかし、太平洋戦争の激化は、この地域にも大
きな影響を与えました。工場群は、兵器などをつ
くる軍

ぐん

需
じゅ

工場にかわり、東洋レーヨンはパンプキン
爆弾（模擬原爆）による空襲の被害をうけました。

戦後、工場は平和産業として復活し、多くの工
場も新しく進出してきました。道路整備も進み、
1950（昭和25）年に上

かみ

関
せき

寺
でら

（逢坂一丁目）から石山
までの新道（現国道１号）が、1966（昭和41）年に
湖岸の埋め立てにより浜大津から膳所城跡、唐橋、
蛍谷を結ぶ湖岸道路が、1974（昭和49）年には大
津市膳所と草津市新浜を結ぶ近江大橋が、それぞ
れ開通しています。

1949（昭和24）年、第四中学校と第五中学校が
合併して粟津中学校が誕生し、1952（昭和27）年
には南郷中学校（現石山中学校）が分かれました。
1963（昭和38）年には晴嵐小学校が現在の場所に
移転しました。

山手では、1967（昭和42）年頃から若葉台、富
士見台、秋葉台などで宅地開発がはじまりました。
1973（昭和48）年に富士見小学校が膳所・晴嵐両小
学校から分かれて開校しています。1982（昭和57）
年には粟津中学校から富士見・晴嵐両小学校区に
またがって、北大路中学校が分かれました。2005 

（平成17）年、京阪石山駅が移転し、JR 石山駅とつ
ながって、駅の周辺は大きく変わりました。

入口を守っていました。城下町には、東海道にそっ
て、石坐神社、和田神社、膳所神社、篠津神社、
若宮八幡神社があります。

膳所藩主は戸
と

田
だ

家、本
ほん

多
だ

家、菅
すが

沼
ぬま

家、石川家
と変わりましたが、1651（慶

けい

安
あん

４）年本
ほん

多
だ

俊
とし

次
つぐ

が
７万石で藩主となると、その後は江戸時代の終わ
りまで本多家が膳所藩を治めました。本多家の菩

ぼ

提
だい

寺
じ

は、丸の内町の縁
え ん

心
し ん

寺
じ

です。1634（寛永11）
年の『寛

かん

永
えい

石
こく

高
だか

帳
ちょう

』には、膳所藩領として西の庄村、
木下村、膳所村、中庄村、別保村、北大路村、鳥
居川村、国分村の名前が見えます。

江戸時代の初めに「近
お う

江
み

八
は っ

景
け い

」が定められると、
瀬田口総門から瀬田橋（唐橋）の間を通る東海道
の松並木が、「粟

あ わ

津
づ の

晴
せ い

嵐
ら ん

」として選ばれました。街
道ぞいには茶店が並び、瀬田橋西詰の鳥居川で
は、セタシジミが名物として売られました。鳥居
川は、東詰の橋本、神領とともに、膳所藩から 
瀬田橋の警

けい

護
ご

を命じられています。

  明治時代の粟津の松並木

  現在の東海道沿いのようす

瀬田橋が現在のように中
なか

島
しま

を挟んで大橋と小
橋となったのは、織田信長の時代からでした。
中島は瀬田川の流れの中にあることから、1874 

（明治７）年に鳥居川水位観測所が置かれました。

江戸時代には、城下町膳所を中心に、文化の華
が開きました。江戸時代初めには、藩の御

ご

用
よう

窯
がま

と
して膳所焼が誕生し、文

ぶん

献
けん

には国分焼もみられま
す。松

まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

は膳所に多くの弟子をもち、藩の重
臣であった菅

すが

沼
ぬま

曲
きょく

水
すい

から提供された国分の幻
げ ん

住
じゅう

庵
あ ん

に滞在し、『幻住庵記』をまとめました。膳所藩で
は、京都から儒学者の皆

みな

川
がわ

淇
き

園
えん

を招いて藩主や家
臣が講義を受け、やがて藩の学校である遵

じゅん

義
ぎ

堂
どう

が
創設されました。遵義堂があったのは膳所高等学
校の場所で、遵義堂の門は和田神社に移築されて
います。

山手の開発は江戸時代からはじまりました。膳
所藩が御用池（膳所池ノ内町）を、中庄村庄屋の
堀
ほり

池
いけ

又
また

三
さぶ

郎
ろう

（茂
しげ

雅
まさ

）が三
み つ

池
い け

（秋葉台）を掘り、た
め池を利用した開発が進みました。幕末には、
太
おお

田
た

重
じゅう

兵
べ

衛
え

によって園
その

山
やま

で茶が栽培されまし
た。荒れた山々の復興のために植林事業を行った
餅
もち

九
く

蔵
ぞう

は、膳所藩主からほめたたえられています。
幕末になると、膳所藩も政治的な争いに巻き込

まれていきました。徳川幕府14代将軍徳川家
いえ

茂
もち

が上
じょう

洛
らく

した時の混乱では、藩
はん

士
し

の一部が処刑され
る膳

ぜ

所
ぜ

十
じゅう

一
いち

烈
れっ

士
し

の事件もおこっています。

明
め い

治
じ

時代〜現代

1871（明治４）年、廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

によって膳所県が
誕生しました。同じ年には大津県に編入され、翌
年に大津県は滋賀県と改称されます。膳所城は廃
城となり、城門や一部の建物は城下町や領内の神
社などに移築されました。膳所城跡は、公園とし
て整備され、市民の憩

いこ

いの場となっています。
1874（明治７）年、膳所、中庄、別保の３か

村が合
がっ

併
ぺい

して粟津村（明治14年に３か村にもど
る）、西の庄、木下が合併して錦

にしき

村（西の庄の「に
し」と木下の「き」をとって命名）が誕生します。 
1889（明治22）年に市制、町村制が実施されると、
旧膳所城下町の膳所、中庄、別保、錦が合併して
膳所村が、北大路、鳥居川、国分は南の寺辺村等
と合併して石山村となりました。

膳所村にはこの後、滋賀県第二尋
じん

常
じょう

中学校（現
膳所高等学校）、滋賀県師

し

範
はん

学校（現滋賀大学教育
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中央学区

膳所膳所

富士見富士見

晴嵐晴嵐

琵琶湖

瀬
田
川

9・10 ●9・10 ●
● 8● 8

● 12● 12

● 15● 15

● 16● 16

● 18● 18

● 14● 14

● 13● 13

● 23● 23

● 19● 19

● 7● 7
● 6● 6

● 3● 3
● 1● 1

4 ●4 ●
5 ●5 ●

11 ●11 ●

20 ●20 ●

17 ●17 ●

21・22 ●21・22 ●

2 ●2 ●

歴史文化遺産地図

は
っけ

ん！

は
っけ

ん！

3 4



日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

若宮八幡神社

粟
津
湖
底
遺
跡（
滋
賀
県
提
供
）

粟津湖底遺跡は、琵琶湖の最も南で、瀬田川につながるあたりにある遺跡で
す。発掘調査は、湖を大きな鉄の板で仕切って、水を抜いてから行われました。

調査の結果、約6,500年前の縄文時代早期の川の跡や約4,500年前の縄文 
時代中期の貝塚が確認されました。貝塚は、当時の人のゴミ捨て場です。そこ
からは、当時の人が食べたと思われる貝やクリなどが見つかり、粟津に住んで
いた縄文人の食生活の一部が分かりました。

紀
元
前

1

万
年

紀
元
前

六
五
〇
〇

ご

ろ

紀
元
前

一
〇
〇
〇

ご

ろ

紀
元
前

三
〇
〇

ご

ろ

五

七

二
三
九

三
世
紀

後

半

四
世
紀

五
三
八

六
世
紀

後

半

五
九
三

六
〇
四

六
〇
七

六
四
五

六
六
三

六
六
七

六
七
二

六
九
四

七
〇
一

狩
り
や
漁
を
し
て

暮
ら
す

日
本
へ
稲
作
と
金
属

器
が
伝
来

倭
の
奴
国
王
が
後
漢

の
光
武
帝
よ
り
印
綬

を
授
か
る

卑
弥
呼
が
魏
に
遣
い

を
送
る

前
方
後
円
墳
の
出
現

大
和
朝
廷
が
日
本
を

統
一
し
始
め
る

仏
教
が
伝
わ
る

聖
徳
太
子
が
摂
政
と

な
る

十
七
条
憲
法
の
制
定

法
隆
寺
の
建
立

大
化
の
改
新

白
村
江
の
戦
い

大
津
宮
へ
遷
都

壬
申
の
乱

藤
原
京
へ
遷
都

大
宝
律
令
の
制
定

●
石
山
貝
塚
、
蛍
谷
遺
跡
、
粟
津
湖
底
遺
跡
が

つ
く
ら
れ
る

滋
賀
里
遺
跡
な
ど
で
集
落
が
営
ま
れ
る

南
滋
賀
遺
跡
な
ど
で

方
形
周
溝
墓
が
つ
く
ら
れ
る

高
峯
遺
跡
な
ど
湖
西
南
部
に
高
地
性
集
落

が
で
き
、
中
畑
田
遺
跡
な
ど
で
集
落
が
営

ま
れ
る

壷
笠
山
古
墳
、
皇
子
山
一
号
墳
、
和
邇
大

塚
山
古
墳
な
ど
が
つ
く
ら
れ
る

西
羅
古
墳
、
真
野
古
墳
、
木
の
岡
古
墳
群

な
ど
が
つ
く
ら
れ
る

●
膳
所
茶
臼
山
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る

鉄
製
武
器
類
が
副
葬
さ
れ
た
春
日
山
古

墳
群
、
曼
陀
羅
山
古
墳
群
な
ど
が
つ
く
ら

れ
る

坂
本
か
ら
錦
織
地
域
に
百
穴
古
墳
群
や

穴
太
野
添
古
墳
群
な
ど
渡
来
系
氏
族
の

群
集
墳
が
つ
く
ら
れ
る

●
国
分
大
塚
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る

●
園
山
古
墳
群
が
つ
く
ら
れ
る

●
こ
の
こ
ろ
、
膳
所
廃
寺
が
造
営
さ
れ
る

●
壬
申
の
乱
で
瀬
田
や
粟
津
市
で
戦
い
が
あ
る

古墳時代 飛鳥時代

和田神社

社伝によると、７世紀の創建と伝わります。本殿は鎌倉時代後期の建築で、
重要文化財に指定されています。また、表門は江戸時代に膳所藩が設立した
学校である遵

じゅん

義
ぎ

堂
ど う

の門を移築したものです。
東海道を少し入ったところに位置する和田神社は木下村の氏

う じ

神
が み

でした。境
け い

内
だ い

のイチョウは、大津市の天然記念物に指定されています。この木には、関ヶ
原の合戦で敗れて捕らえられた石

い し

田
だ

三
み つ

成
な り

が、京都に移送される途中で繋
つ な

がれ
たという伝説が残っています。

和
わ

田
だ

神
じ ん

社
じ ゃ

別保村の氏
う じ

神
が み

であった若宮八幡神社は、社伝によると７世紀の創建と伝わ
ります。八幡社は、もともと武士の信仰が厚い神社です。平安時代の落雷や
1184（寿

じ ゅ

永
え い

３）年の粟津合戦で社殿が焼失したときも、源
みなもとのよりとも

頼朝が上
じょう

洛
ら く

の際に
再興したといいます。また、江戸時代に入ると、膳所藩主の本多氏に信仰さ
れ、歴代の膳所藩主は、土地の寄付だけでなく、社殿などの整備にも力を入
れました。表門は膳所城の門を移築したもので、大津市の文化財に指定さ
れています。

若
わ か

宮
み や

八
は ち

幡
ま ん

神
じ ん

社
じ ゃ

膳所神社は、膳所村の氏
う じ

神
が み

です。祭神である豊
とようけのひめのみこと

受比売命は、食物を司
つかさど

る神
様で、朝廷に食物を献

け ん

上
じょう

していたという膳所の歴史に関係しています。もとは
湖岸沿い（大津市生涯学習センターのあたり）にあり、江戸時代に膳所城が築
城されると、現在の地に移されたといいます。神社正面の門は膳所城の門が
移築されたもので、国の重要文化財に指定されています。この門の解体修理
では、1655（明

め い

暦
れ き

元）年の年号が書かれた札が確認されました。また、柱
はしら

材
ざ い

に
は使用されていない仕

し

口
く ち

（穴）があけられていることなどから、膳所城よりもさ
らに前の大津城で使用した木材が使われていると考えられています。

膳
ぜ

所
ぜ

神
じ ん

社
じ ゃ

膳所神社

飛鳥時代～

飛鳥時代～

飛鳥時代～

後 期前 期 中 期

縄文時代縄文時代 弥生時代

11
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

99
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

44
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

国分大塚古墳

国分大塚古墳は、古墳時代後期の前方後円墳です。後円部径32m、くび
れ部の幅19m、前方部の先端幅28mで、全長45mです。1973（昭和48）年に
実施された発掘調査では、後円部と前方部のそれぞれに横

よ こ

穴
あ な

式
し き

石
せ き

室
し つ

をもつ古
墳であることが明らかになりました。これは、滋賀県内では唯一となる珍し
い事例です。築造時期は６世紀中ごろと考えられます。1976（昭和51）年に
大津市の史跡に指定されました。

国
こ く

分
ぶ

大
お お

塚
つ か

古
こ

墳
ふ ん

古墳時代2020
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 国分一丁目

膳所一丁目粟
あ わ

津
づ

湖
こ

底
て い

遺
い

跡
せ き

縄文時代
1313

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 晴嵐一丁目地先

杉浦町

木下町

膳所茶臼山古墳の後円部頂上（葬り塚）

膳所茶臼山古墳は、古墳時代前期末の前方後円墳です。後円部の直径
66m、前方部の長さ53mの全長119mで、県内では３番目に大きい古墳です。
埋
ま い

葬
そ う

施
し

設
せ つ

の構造や副
ふ く

葬
そ う

品
ひ ん

は不明ですが、古墳周辺の調査や採
さ い

集
しゅう

された資料か
ら、埴

は に わ

輪・葺
ふ き

石
い し

・周
しゅう

濠
ご う

を備えた古墳であることが明らかになりました。築
ち く

造
ぞ う

時期は、４世紀末と考えられます。1921（大正10）年に国の史跡に指定され
ました。なお、後円部の頂上には、大

お お と も の お う じ

友皇子らを葬
ほおむ

ったと伝わる葬
ほおむ

り塚
づ か

があ
ります。

膳
ぜ

所
ぜ

茶
ち ゃ

臼
う す

山
や ま

古
こ

墳
ふ ん

古墳時代
1111

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 秋葉台

後 期早 期 前 期 ・ 中 期
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日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

奈良時代
七
一
〇

七
一
二

七
二
〇

七
四
〇

前

後

七
五
二

七
五
五

七
五
九

七
六
八

七
八
四

七
八
六

七
九
四

八
〇
五

八
〇
六

八
一
五

八
二
〇

八
五
七

八
六
八

九
三
五

九
四
六

九
九
三

一
〇
一
六

一
〇
九
五

一
一
二
六

一
一
五
六

一
一
五
七

一
一
五
九

一
一
六
七

一
一
七
五

一
一
八
四

一
一
八
五

平
城
京
へ
遷
都

『
古
事
記
』が
で
き
る

『
日
本
書
紀
』が
で
き
る

東
大
寺
大
仏
の
開
眼
供
養

保
良
宮
の
造
営

長
岡
京
へ
遷
都

平
安
京
へ
遷
都

最
澄
が
帰
国

空
海
が
帰
国

最
澄
が
天
台
宗
を
開
く

平
将
門
の
乱

藤
原
道
長
が
政
治
の

実
権
を
に
ぎ
る

保
元
の
乱

平
治
の
乱

平
清
盛
が
太
政
大
臣

と
な
る

法
然
が
浄
土
宗
を
開
く

平
氏
滅
亡

壇
ノ
浦
の
戦
い

近
江
国
庁
が
置
か
れ
る

建
部
大
社
が
瀬
田
の
地
に
移
る
と
い
う

●
こ
の
頃
保
良
庄
が
西
大
寺
領
と
な
る

桓
武
天
皇
が
滋
賀
郡
に
梵
釈
寺
を
建
立
す
る

近
江
国
の
古
津
を
大
津
と
改
称
す
る

日
吉
社
が
天
台
宗
守
護
の
護
法
神
と
な
る

嵯
峨
天
皇
が
唐
崎
に
行
幸
し
、
梵
釈
寺
で
僧
永
忠

が
茶
を
献
じ
る

●
国
昌
寺
が
国
分
寺
と
な
る

近
江
国
の
相
坂
（
逢
坂
）・
大
石
・
龍
華
の
三
か

所
に
関
所
を
お
く

円
珍
が
天
台
座
主
と
な
り
、
園
城
寺
を
与
え
ら 

れ
る

逢
坂
山
の
坂
の
守
護
神
で
あ
る
関
蝉
丸
神
社
に 

蝉
丸
霊
が
合
祀
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る

延
暦
寺
よ
り
円
珍
門
徒
が
園
城
寺
に
移
る

比
叡
山
の
僧
兵
が
日
吉
神
輿
を
押
し
立
て
て
強
訴

●
粟
津
橋
本
五
カ
庄
が
内
膳
司
領
と
し
て
み
え
る

●
後
白
河
天
皇
が
石
山
寺
行
幸
の
と
き
薬
師
如
来

を
下
賜
し
国
分
寺
の
別
所
を
建
立
す
る
と
い
う

●
粟
津
の
合
戦
に
て
木
曽
義
仲
、
今
井
兼
平
が 

戦
死

平安時代

近津尾神社禾津頓宮跡（滋賀県提供）

近津尾神社は、誉
ほんだわけのみこと

田別命をまつっています。昔は、近津尾八幡宮ともいわ
れていました。平安時代の終わり頃に後

ご

白
し ら

河
か わ

上
じょう

皇
こ う

が石山寺に参
さ ん

詣
け い

したときに、
石山寺の僧

そ う

侶
り ょ

に命じて造らせたと言われています。昔から、国分の人々が信
仰した神社でした。江戸時代になると、この地域は膳所藩が治めることにな
り、代々の膳所藩主は近津尾神社に田や山を寄付して、あつく信仰しました。

近
ち か

津
つ

尾
お

神
じ ん

社
じ ゃ

今井兼平は、源（木曽）義仲の家臣であった武士で、義仲の乳
う

母
ば

（母に代わっ
て育てた女性）の子どもです。1184（寿

じ ゅ

永
え い

３）年、後
ご

白
し ら

河
か わ

上
じょう

皇
こ う

の命令を受けた
源
みなもとのよりとも

頼朝軍と粟津で戦い、義仲が討
う

ち死にするとそれを追って自害しました。
時代が流れ、1661（寛

か ん

文
ぶ ん

元）年、膳所藩主の本
ほ ん

多
だ

俊
と し

次
つ ぐ

が中庄村のすぐろ谷
だ に

（現在の富士見台）に兼平の墓を建てて功績をたたえ、1667（寛文７）年には 
本
ほ ん

多
だ

康
や す

将
ま さ

が東海道の粟津に近い現在の地に移したそうです。墓の周囲には、
兼平の子孫によって建てられた燈

と う

籠
ろ う

や石柱がならんでいます。また、大津市
の史跡に指定されています。

今
い ま

井
い

兼
か ね

平
ひ ら

の墓
は か

石山国分遺跡は、７世紀末から平安時代にかけての遺跡です。瀬田川西岸の
丘
きゅう

陵
りょう

地
ち

で、古代には瀬田橋によって対岸の瀬田丘陵と結ばれ、近江国府と並ん
で、近江において最も重要な地域となっていました。ここには、これまでの調
査から、７世紀末に建立され平安時代には国分寺にもなった国

こ く

昌
しょう

寺
じ

や、平城京
の北京として計画された保

ほ

良
ら の

宮
み や

などがあったと考えられています。また、遺跡
南辺の斜面では、７世紀末、藤原宮で葺

ふ

かれた瓦と同じ瓦を焼いた窯
か ま

の跡が 
３基見つかっています。水路や陸路を利用して大

や ま と の

和国
く に

（奈良県）まで運ばれた
ことがわかります。

石
い し

山
や ま

国
こ く

分
ぶ

遺
い

跡
せ き

膳所高等学校内での発掘調査で発見された、奈良時代の大型建物跡です。
東西７間（20 .8m）×南北４間（11 .9m）、床面積247m2の規模で、直径40cm
以上の柱が並んでいたことがわかりました。遺跡のある膳所は、石山まで
を含めて粟津（禾津）と呼ばれていたと考えられています。『続

しょく

日
に

本
ほ ん

紀
ぎ

』には、
聖
しょう

武
む

天
て ん

皇
の う

が東
と う

国
ご く

巡
じゅん

見
け ん

のために禾津頓宮という仮の宮殿に立ち寄ったことが記
録されています。これらのことから、発見された大型建物跡が禾津頓宮跡と
推定され、滋賀県の史跡に指定されています。現在は膳所高等学校の敷地に
建物の柱

はしら

穴
あ な

跡
あ と

が表現されています。

禾
あ わ

津
づ の

頓
と ん

宮
ぐ う

跡
あ と

奈良時代～

平安時代～

奈良時代～ 平安時代～
2121

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

1414
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

1919
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

22
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

へそ石 今井兼平の墓

『続
しょく

日
に

本
ほ ん

紀
ぎ

』に登場する保良宮は、淳
じゅん

仁
に ん

天
て ん

皇
の う

が中国の唐にならって平城京と
は別に造ろうとした都です。保良宮は、瀬田川西岸の石山付近にあったとい
う説もありますが、現在、その場所を示す遺跡は見つかっていません。国分
二丁目の国分団地には、保良宮の建物の基礎の石といわれる「へそ石」があ
りますが、実際には奈良〜平安時代の寺院の塔をささえた石と考えられてい
ます。この石は中央が柱を建てるためにふくらんでおり、へそのように見え
ます。

へそ石
い し

（保
ほ

良
ら の

宮
み や

伝
で ん

承
し ょ う

地
ち

） 奈良時代2323
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 国分二丁目

光が丘町・田辺町ほか

御霊神社（鳥居川町）

672年におこった壬申の乱では、瀬田橋の周辺でも両軍が戦いました。戦
場に近い鳥居川と北大路には、敗者となって自害した大友皇子をまつる御

ご

霊
りょう

神
じ ん

社
じ ゃ

があります。御霊神社は、戦乱などで非
ひ

業
ご う

の死をとげた人が怨
お ん

霊
りょう

となら
ないように神としてまつったものです。いつ頃から大友皇子が祭神とされた
のか、はっきりとはわかりませんが、江戸時代後期の1797（寛

か ん

政
せ い

９）年に刊
行された『東

と う

海
か い

道
ど う

名
め い

所
し ょ

図
ず

会
え

』にも掲載されており、この地域の人々には古く
から知られていたようです。

御
ご

霊
り ょ う

神
じ ん

社
じ ゃ

（壬
じ ん

申
し ん

の乱
ら ん

伝
で ん

承
し ょ う

地
ち

） 飛鳥時代～
1717

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 鳥居川町・北大路一丁目

晴嵐二丁目

国分二丁目膳所二丁目

窯
跡
の
発
掘
調
査
中
の
よ
う
す
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日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

「
粟
津
」の
名
前
が
残
る
中
学
校 幻住庵

篠津神社

鎌倉時代 室町時代
一
一
九
二

一
二
一
二

一
二
二
一

一
二
三
二

一
二
七
四

一
二
八
一

一
三
三
三

一
三
三
四

一
三
三
六

一
三
三
八

一
三
四
二

一
三
七
八

一
三
七
九

一
三
九
二

一
四
〇
一

一
四
三
三

一
四
五
五

一
四
六
七

一
四
六
八

一
四
八
六

一
四
九
一

一
五
二
九

一
五
四
三

一
五
四
九

一
五
七
一

一
五
七
三

一
五
七
五

一
五
八
二

一
五
八
四

一
五
八
六

一
五
八
八

一
五
九
〇

一
五
九
二

一
六
〇
〇

一
六
〇
一

一
六
〇
二

一
六
〇
三

一
六
一
五

一
六
二
四
～

一
六
四
四

一
六
三
五

一
六
三
七

源
頼
朝
が
征
夷
大
将

軍
と
な
る

承
久
の
乱

御
成
敗
式
目

元
寇　

文
永
の
役

元
寇　

弘
安
の
役

鎌
倉
幕
府
が
滅
び
る

建
武
の
新
政

南
北
朝
に
わ
か
れ
る

足
利
尊
氏
が
征
夷
大

将
軍
と
な
る

足
利
義
満
が
幕
府
を

室
町
に
移
す

南
朝
と
北
朝
が
ひ
と
つ

に
な
る

明
と
貿
易
を
は
じ
め
る

応
仁
の
乱

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
鉄
砲 

を
伝
え
る

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来

室
町
幕
府
が
滅
び
る

本
能
寺
の
変
、
豊
臣 

秀
吉
の
検
地
が
始
ま
る

刀
狩
令

豊
臣
秀
吉
が
全
国
を

統
一
す
る

豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出

兵
を
始
め
る

関
ケ
原
の
戦
い

徳
川
家
康
が
征
夷
大

将
軍
と
な
る

武
家
諸
法
度

豊
臣
氏
が
滅
び
る

参
勤
交
代
の
制

島
原
・
天
草
一
揆

●
石
山
寺
が
国
分
の
田
畑
を
調
べ
る

●
粟
津
供
御
人
ら
が
京
都
に
店
舗
を
借
り
て 

魚
介
の
販
売
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

●
足
利
尊
氏
が
園
城
寺
新
羅
社
に
粟
津
別
保
の 

地
頭
職
を
寄
付
す
る

坂
本
の
馬
借
が
祇
園
社
を
襲
撃

永
享
の
山
門
騒
乱

●
粟
津
と
松
本
の
供
御
人
の
間
で
合
戦
が
お
こ
る

延
暦
寺
に
よ
る
堅
田
大
責

真
盛
が
西
教
寺
に
入
寺

●
室
町
幕
府
に
よ
り
粟
津
供
御
人
の
諸
役
免
除
の

特
権
が
認
め
ら
れ
る

●
粟
津
供
御
人
が
洛
中
洛
外
で
の
魚
介
類
の
専
売

権
を
得
る

坂
本
城
の
築
城

織
田
信
長
に
よ
る
延
暦
寺
焼
き
討
ち

●
織
田
信
長
が
瀬
田
橋
を
か
け
る

坂
本
城
が
落
城
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
る

豊
臣
秀
吉
が
延
暦
寺
の
再
興
許
可
を
出
す

こ
の
こ
ろ
、
坂
本
か
ら
大
津
に
城
が
移
さ
れ
る

大
津
城
の
戦
い

●
戸
田
一
西
が
膳
所
城
を
築
城

大
津
町
が
東
海
道
の
宿
場
町
に
指
定

●
膳
所
藩
の
御
用
窯
と
し
て
膳
所
焼
が
は
じ
ま
る

こ
の
こ
ろ
か
ら
大
津
絵
の
製
作
が
は
じ
ま
る

大
津
祭
狸
山
が
建
造
さ
れ
る

安土桃山時代

鳥居川交差点周辺（東から）
（写真中央が東海道）

江戸時代の東海道は今も残りますが、道の幅
は ば

も広くなり、新しくできた道
につながるなど、大きく変わっています。それでも、石山商店街に昔の道の
跡が残っています。JR 石山駅前から瀬田川方面に進み、松原町西の十字路を
右（南）にまがるバス通りが東海道です。500m ほどの商店街を抜けて鳥居川
の十字路を左（東）にまがれば唐橋へと向かいます。

ところで、鳥居川の十字路の手前には、40m ほどの斜
な な

めに進む道がありま
す。明治時代の地図をみると、鳥居川の交差点の場所は今のような十字路で
はありませんでした。この斜めの道こそが東海道でした。

旧
き ゅ う

東
と う

海
か い

道
ど う

47歳の時の松
ま つ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

が、1690（元
げ ん

禄
ろ く

３）年４月６日から７月23日にかけて 
滞在した国分山の庵

いおり

（簡素な家）です。弟子の菅
す が

沼
ぬ ま

曲
きょく

翠
す い

（膳所藩家
か

老
ろ う

）が、
芭蕉に旅の疲れを癒

い や

してもらうために、おじの幻住老人の庵を修理して提供
しました。芭蕉は、大きな椎

し い

の木の日陰で過ごせるこの庵が気に入り、「先
ま ず

頼
む椎の木もあり夏

な つ

木
こ

立
だ ち

」をという俳句をよみました。また、庵での生活につい
て『幻住庵記』を執

し っ

筆
ぴ つ

しました。それらによって幻住庵は、俳句の世界ではよ
く知られています。現在の幻住庵は、当時の庵を想像して新たに建てられた
ものです。

幻
げ ん

住
じ ゅ う

庵
あ ん

古くは瀬田焼とも呼ばれ、膳所城下に元
げ ん

和
な

年間（1615～1624）の頃に作ら
れ始めた焼物です。膳所藩主の指示によって作られた茶

ち ゃ

入
い れ

や水
み ず

指
さ し

などの茶
ち ゃ

陶
と う

（茶の湯の道具）が、膳所焼のなかでも古膳所として知られています。膳所か
ら石山、瀬田にかけて、国分窯

か ま

や大江窯が古膳所の窯跡として知られていま
す。また、幕末には梅

ば い

林
り ん

焼や雀
すずめ

ヶ
が

谷
た に

焼など、民間の人々によっても様々な焼
物が作られました。膳所焼美術館では、膳所焼について学ぶことができます。

膳
ぜ

所
ぜ

焼
や き

（膳
ぜ

所
ぜ

焼
や き

美
び

術
じ ゅ つ

館
か ん

）

1456（康
こ う

正
しょう

２）年の棟
む な

札
ふ だ

があることから、室町時代には創建されていたと
考えられています。篠津神社は、東海道に面した参道を進み、表門を入った
先に境内がひろがります。江戸時代には牛

ご

頭
ず

天
て ん

王
の う

社
し ゃ

と呼ばれた中庄村の氏神
で、素

す さ の お の み こ と

戔嗚命をまつっています。
境内の入口にある表門は、1872（明治５）年に膳所城から移されたもので

す。高
こ う

麗
ら い

門
も ん

と呼ばれる形で、柱の隅
す み

や扉には鉄製の金具や板を打ち付け、屋
根の瓦

かわら

には膳所城主であった本多家の家
か

紋
も ん

である立
た ち

葵
あおい

が見られます。膳所城
の歴史を今に伝える建物として、国の重要文化財に指定されています。

篠
し の

津
づ

神
じ ん

社
じ ゃ

古膳所焼 大江水指（膳所焼美術館蔵）

江戸時代～

江戸時代～

江戸時代～室町時代～

2222
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

88
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

55
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

平安時代以降、粟津と瀬田川対岸の橋本と呼ばれる地域では供御人と呼ばれ
る漁民が活動していました。彼らは朝廷に琵琶湖で採れた魚介類を献

け ん

上
じょう

する代
わりに、税を免

め ん

除
じ ょ

されたり、関
せ き

所
し ょ

を自由に通行できる権利を持ったりと、様々
な特権をもっていました。鎌倉時代には、魚介類を京都で販売するようになり、
活動範囲を拡大させていきました。供御人となる人々も次第に増え、室町時代
ごろまでは商業における一大勢力であったと考えられています。現在も、粟津
の名前を町で見ることができます。

粟
あ わ

津
づ

橋
は し

本
も と

供
く

御
ご

人
に ん

室町時代別保一丁目

中庄一丁目

新羅神社

若宮八幡神社の境
け い

内
だ い

には、新羅神社と呼ばれる社があります。ここにまつ
られている新羅明神とは、園

お ん

城
じょう

寺
じ

（三
み

井
い

寺
で ら

）の守り神です。平安時代、源
みなもとのよりよし

頼義
は出陣前に新羅明神に戦での勝利を祈り、子の源

みなもとのよしみつ

義光は園城寺の新
し ん

羅
ら

善
ぜ ん

神
し ん

堂
ど う

で元
げ ん

服
ぷ く

（成人したことを示す儀式）をしています。その子孫である足
あ し

利
か が

尊
た か

氏
う じ

は、
先祖が新羅明神を信仰したため、室町時代に新羅神社周辺の粟

あ わ

津
づ

別
べ っ

保
ぽ

の地
じ

頭
と う

職
し き

（土地を管理・支配する権利）を園城寺に寄付しています。新羅神社の存
在が、昔からこの地が園城寺と関係があったことを示しています。

新
し ん

羅
ら

神
じ ん

社
じ ゃ

鎌倉時代
1010

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 杉浦町

国分二丁目

中庄一丁目

江戸時代

地域の
歴史

地域の
歴史
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日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

戸田一西夫妻の墓

膳所城は、1601（慶
け い

長
ちょう

６）年に徳
と く

川
が わ

家
い え

康
や す

の命令で
築かれました。北側の矢

や

橋
ば せ

の渡しと南側の瀬田の唐
橋を押さえる場所にあり、東西の交通を監

か ん

視
し

する目
的があったと考えられます。本丸と二の丸は琵琶湖
上に突き出て橋で結ばれていました。堀も琵琶湖の
水を利用していました。また、本丸の東側には四層
の天守（右の図では三層に描かれています）がありま
した。

1662（寛
か ん

文
ぶ ん

２）年５月１日に湖西地方を震源とす
るマグニチュード推定7.6の大地震が起こり、膳所
城も大きな被害を受けました。膳所城を修復する際
に、本丸と二の丸を合体させて新たな本丸とし、三
の丸の西側に堀を作って新たに二の丸とするなど、
大工事をおこないました。また、本丸や二の丸の西
側には藩の役所や家老などの藩の重

じゅう

臣
し ん

の屋敷があ
りました。外側には東海道の両側にそって城下町が 

広がり、城下町の西側にも武家屋敷がありました。
1870（明治３）年に城は廃止されましたが、本丸

の一部は膳所城跡公園として残っています。また、
膳所城の門や建物の一部は、大津市や草津市などの
神社に移され、今も大切に残されています。

一
六
三
九

一
六
四
二

一
六
五
一

一
六
五
二

一
六
六
一

一
六
六
二

一
六
六
七

一
六
八
五

一
六
九
〇

一
六
九
四

一
六
九
八

一
七
〇
九

一
七一一〜

一
七
一
六

一
七
一
六

一
七
三
四

一
七
四
七

一
七
七
二

一
七
八
七

一
七
八
八

一
八
〇
四

一
八
〇
六

一
八
〇
八

一
八
一
六

一
八
三
七

一
八
四
一

一
八
五
二

一
八
五
三

一
八
五
四

一
八
五
八

一
八
五
九

一
八
六
〇

一
八
六
二

一
八
六
五

一
八
六
七

鎖
国
の
完
成

生
類
憐
み
の
令

新
井
白
石
の
政
治

享
保
の
改
革

田
沼
意
次
が
老
中
と

な
る

寛
政
の
改
革

大
塩
平
八
郎
の
乱

天
保
の
改
革

ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航

日
米
和
親
条
約

日
米
修
好
通
商
条
約

安
政
の
大
獄

桜
田
門
外
の
変

大
政
奉
還
、
王
政
復
古

延
暦
寺
根
本
中
堂
な
ど
が
再
建
さ
れ
る

●
本
多
俊
次
が
膳
所
城
主
と
な
る

●
国
分
新
田
が
開
発
さ
れ
る
と
い
う

●
膳
所
藩
主
本
多
俊
次
が
今
井
兼
平
の
墓
を
建

て
る

●
寛
文
大
地
震
が
お
こ
る
、
膳
所
城
を
は
じ
め
各

地
で
甚
大
な
被
害

膳
所
藩
主
本
多
康
将
が
今
井
兼
平
の
墓
を
現
在

の
場
所
に
移
す

●
松
尾
芭
蕉
が
国
分
山
の
幻
住
庵
に
入
る

大
坂
で
亡
く
な
っ
た
松
尾
芭
蕉
の
遺
体
が
遺
言
に

よ
っ
て
木
曽
塚
に
葬
ら
れ
る

堅
田
藩
の
誕
生

●
膳
所
藩
が
京
都
御
所
の
火
消
役
を
命
じ
ら
れ
る

●
膳
所
藩
主
本
多
康
慶
が
火
伏
せ
の
神
秋
葉
権

現
を
茶
臼
山
に
勧
請

●
膳
所
藩
士
寒
川
辰
清
が『
近
江
輿
地
志
略
』を 

編
さ
ん

●
膳
所
藩
で
「
御
為
筋
一
件
」
と
よ
ば
れ
た
お
家

騒
動
が
お
こ
る

●
京
都
の
儒
学
者
皆
川
淇
園
が
膳
所
藩
に
招
か 

れ
る

●
膳
所
藩
が
飢
饉
に
備
え
て
安
眠
蔵
を
設
け
る

伊
香
立
で
龍
骨
（
ト
ウ
ヨ
ウ
ゾ
ウ
の
骨
化
石
）
が

発
見
さ
れ
る

大
津-

京
都
間
の
東
海
道
に
車
石
の
敷
設
工
事
が

は
じ
ま
る

●
餅
九
蔵
が
膳
所
谷
の
植
林
を
膳
所
藩
主
本
多

康
完
か
ら
褒
め
ら
れ
る

●
膳
所
藩
校
遵
義
堂
が
創
建
さ
れ
る

●
中
庄
村
庄
屋
堀
池
又
三
郎
茂
雅
が
中
庄
谷
に 

三
池
を
掘
り
始
め
る

四
ツ
子
川
に
百
間
堤
が
築
か
れ
る

●
太
田
重
兵
衛
が
膳
所
藩
の
命
に
よ
り
園
山
に 

茶
園
を
開
く

●
膳
所
藩
で
尊
王
攘
夷
派
の
い
っ
せ
い
検
挙
が 

は
じ
ま
る

江戸時代

三池記碑

中庄村の田畑は水の便が悪かったところから、庄屋の堀
ほ り

池
い け

又
ま た

三
さ ぶ

郎
ろ う

（茂
し げ

雅
ま さ

）は、
1816（文

ぶ ん

化
か

13）年から翌年にかけて、今の秋葉台に鶴池、中池（消滅）、新池
の「三池」を作りました。堀池という苗字も、池を掘ったことに対し、膳所
藩主からおくられたものです。1850（嘉

か

永
え い

３）年、その功績を後々まで伝え
るため、西の庄村の庄屋の小

こ

西
に し

藤
と う

吉
き ち

が発
ほ っ

起
き

人
に ん

となり、膳所藩の藩校遵
じゅん

義
ぎ

堂
ど う

の
黒
く ろ

田
だ

扶
す け

善
よ し

によって「三池記」が作られました。「三池記」は板に書かれたものと、
石に刻まれたものが残されています。石碑は高さ90cm ほどで三池のそばに
建てられましたが、今は雲

ひ ば り

雀ケ
が

丘
お か

自治会会議所の近くに移されています。

三
み つ

池
い け

記
き

碑
ひ

初代の膳所藩主の戸
と

田
だ

一
か ず

西
あ き

が創建し、膳所藩主であった本多家の先祖代々
の墓があるのが、膳所城下町にある縁心寺です。元は栄

え い

泉
せ ん

寺
じ

と呼ばれていまし
た。1617（元

げ ん

和
な

３）年、三
み

河
か わ

国
のくに

西
に し

尾
お

（愛知県西尾市）から本
ほ ん

多
だ

康
や す

俊
と し

が第３代藩主
として膳所城にやってきた時、西尾にあった縁心寺の本

ほ ん

尊
ぞ ん

を栄泉寺に移し、名
前も縁心寺とあらためました。寺の名は、康俊の父親である酒

さ か

井
い

忠
た だ

次
つ ぐ

の法
ほ う

名
みょう

（死
後におくられた名前）に由来します。境内の墓地には初代城主の戸田一西夫妻
の墓があり、寺には戸田一西の木像が伝えられています。

縁
え ん

心
し ん

寺
じ

近江八景は、中国の景
け い

勝
しょう

地
ち

である「瀟
しょう

湘
しょう

八
は っ

景
け い

」になぞらえて、近江南部から
選ばれた８つのすばらしい景色のことです。江戸時代初めごろに公

く

家
げ

の近
こ の

衛
え

信
の ぶ

尹
た だ

が膳所城の天守から見渡した景色から選んだとする説が有力となっていま
す。近江八景は、屏

びょう

風
ぶ

絵
え

や絵巻といった絵画作品の画
が

題
だ い

として取り上げられ、
初代歌

う た

川
が わ

広
ひ ろ

重
し げ

や葛
か つ

飾
し か

北
ほ く

斎
さ い

などが浮世絵として手がけたことによって多くの人に
知られるようになりました。近江八景のうち「粟

あ わ

津
づ の

晴
せ い

嵐
ら ん

」の浮世絵は、東海道
の松並木や膳所城、湖上をゆく帆

ほ

船
せ ん

などの情景を表現したものです。

近
お う

江
み

八
は っ

景
け い

「粟
あ わ

津
づ の

晴
せ い

嵐
ら ん

」 江戸時代

江戸時代～

江戸時代
1212

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

33
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 丸の内町

秋葉台

「膳所惣絵図」（大津市歴史博物館蔵）より
 膳所城付近

膳所城跡　航空写真（手前が膳所城跡公園）
平成10年撮影

「近
おう
江
み
八
はっ
景
けい
図
ず
屏
びょう
風
ぶ
」（大津市歴史博物館蔵）に描かれた膳所城

膳
ぜ

所
ぜ

城
じ ょ う

江戸時代～66
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 本丸町 地域の

芸術

歌
川
広
重【
魚
栄
板
】

近
江
八
景「
粟
津
晴
嵐
」

（
大
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
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日
本
の
で
き
ご
と

大
津
市
の
で
き
ご
と

（●は当地域に関わること）

蘆花浅水荘

蜆流しで使用する蜆

明治時代
一
八
六
八

一
八
六
九

一
八
七
〇

一
八
七
一

一
八
七
二

一
八
七
三

一
八
七
四

一
八
七
七

一
八
七
八

一
八
八
〇

一
八
八
二

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
九

一
八
九
〇

一
八
九
一

一
八
九
四

一
八
九
六

一
八
九
八

一
九
〇
一

一
九
〇
三

一
九
〇
四

一
九
一
〇

一
九
一
二

一
九
一
四

一
九
一
七

一
九
一
八

一
九
二
二

一
九
二
三

一
九
二
五

一
九
二
六

一
九
三
〇

一
九
三
一

一
九
三
二

一
九
三
三

一
九
三
六

一
九
三
七

一
九
三
八

一
九
四
〇

一
九
四
一

一
九
四
四

一
九
四
五

一
九
四
六

一
九
四
七

一
九
四
九

一
九
五
〇

一
九
五
一

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
六

一
九
六
〇

一
九
六
一

一
九
六
三

一
九
六
四

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
六
七

一
九
六
八

一
九
六
九

一
九
七
〇

一
九
七
二

一
九
七
三

一
九
七
四

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
八
一

一
九
八
二

一
九
八
四

一
九
八
六

一
九
八
七

一九
九
〇
ご
ろ

一
九
九
三

一
九
九
四

一
九
九
五

一
九
九
七

一
九
九
八

二
〇
〇
二

二
〇
〇
三

二
〇
〇
六

二
〇
〇
九

二
〇
一
一

二
〇
一
六

二
〇
一
八

二
〇
二
一

二
〇
二
四

二
〇
二
五

神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
る

明
治
維
新

廃
藩
置
県
、
岩
倉
使
節
団

が
欧
米
諸
国
の
視
察
に
出
発

学
制
発
布

地
租
改
正
、
徴
兵
令

西
南
戦
争

伊
藤
博
文
が
初
代
内
閣 

総
理
大
臣
に
な
る

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

市
制
町
村
制
施
行

第
一
回
帝
国
議
会

日
清
戦
争
（
～
95
）

官
営
八
幡
製
鉄
所
操
業

開
始

日
露
戦
争
（
～
05
）

韓
国
を
併
合

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦

シ
ベ
リ
ア
出
兵（
～
22
）

米
騒
動

全
国
水
平
社
結
成

関
東
大
震
災

普
通
選
挙
制

治
安
維
持
法
の
成
立

満
州
事
変

日
中
戦
争

国
家
総
動
員
法

太
平
洋
戦
争
（
～
45
）

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

日
本
国
憲
法
の
公
布

朝
鮮
戦
争
（
～
53
）

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
、
日
米
安
全
保
障
条
約

テ
レ
ビ
放
送
開
始

自
衛
隊
の
設
置

日
ソ
共
同
宣
言

東
海
道
新
幹
線
開
通

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

小
笠
原
諸
島
が
日
本
へ
復
帰

大
阪
万
国
博
覧
会

札
幌
で
冬
季
オ
リ
ン
ピッ
ク

沖
縄
が
日
本
に
復
帰

石
油
危
機

日
中
平
和
友
好
条
約

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

国
鉄
分
割
・
民
営
化

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

法
隆
寺
、
姫
路
城
が 

世
界
文
化
遺
産
に
な
る

阪
神
淡
路
大
震
災

長
野
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
韓
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
日
朝
首
脳
会
談

イ
ラ
ク
戦
争
が
お
こ
る

東
日
本
大
震
災

熊
本
地
震

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

パラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

能
登
半
島
地
震

大
阪
万
国
博
覧
会

大
津
代
官
所
の
廃
止
、
大
津
裁
判
所
の
設
置
、 

大
津
県
が
置
か
れ
る

●
膳
所
藩
主
本
多
康
穣
が
膳
所
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
る

●
膳
所
城
が
廃
城
と
な
る

●
廃
藩
置
県
に
よ
り
膳
所
県
が
で
き
、
同
年
大
津
県

に
編
入
さ
れ
る

「
滋
賀
県
」
が
誕
生

こ
の
こ
ろ
、
各
地
域
で
小
学
校
が
開
校
す
る

●
鳥
居
川
・
北
大
路
・
国
分
３
カ
村
に
よ
り
開
秀
学
校
開
校

●
膳
所
、
中
庄
、
別
保
３
カ
村
が
合
併
し
て
粟
津
村
に

（
14
年
分
離
）、
西
の
庄
、
木
下
が
合
併
し
て
錦
村
と
改
称

弘
文
天
皇
陵
が
定
め
ら
れ
る

京
都-

大
津
間
に
旧
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
が
完
成

京
都-

大
津
間
鉄
道
営
業
開
始

太
湖
汽
船
会
社
が
設
立

●
大
津
御
蔵
町
の
監
獄
が
膳
所
に
移
さ
れ
る

湖
南
汽
船
会
社
が
設
立

●
市
制
町
村
制
の
実
施
に
よ
り
膳
所
村
、
石
山
村
が

誕
生
す
る

琵
琶
湖
疎
水
が
完
成

大
津
事
件

琵
琶
湖
大
洪
水

大
津
市
が
市
制
を
施
行

●
錦
に
滋
賀
県
師
範
学
校（
現
滋
賀
大
学
教
育
学
部
）創
立

●
膳
所
町
制
施
行

●
国
鉄
石
山
駅
開
業

●
伊
庭
貞
剛
が
住
友
活
機
園
を
建
て
る

●
餅
九
蔵
植
林
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
る

京
都
三
条
大
橋
と
大
津
札
の
辻
間
に
京
津
電
車
が
開
通

●
大
津
電
車
の
浜
大
津-

蛍
谷（
現
京
阪
石
山
寺
）開
通

●
中
庄
に
日
本
画
家
山
元
春
挙
が
蘆
花
浅
水
荘
を
い
と
な
む

●
膳
所
町
・
石
山
村
に
ま
た
が
り
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
創
設

●
石
山
町
町
制
施
行

江
若
鉄
道
の
浜
大
津-

近
江
今
津
間
が
開
通

大
津
市
と
滋
賀
村
が
合
併

●
膳
所
御
殿
ケ
浜
水
泳
場
開
設

●
大
津
市
と
膳
所
町
・
石
山
町
合
併

雄
松
崎
湖
岸
一
帯
が
名
勝
地
に
指
定
さ
れ
る

●
晴
嵐
尋
常
小
学
校
が
石
山
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら 

わ
か
れ
て
開
校
す
る

近
江
神
宮
の
鎮
座
祭
が
行
わ
れ
る

大
阪
か
ら
の
学
童
疎
開
を
受
入
れ
る

●
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
滋
賀
工
場
が
空
襲
を
う
け
る

各
地
域
で
中
学
校
が
開
校
す
る

●
滋
賀
大
学
が
発
足
し
学
芸
学
部
が
西
の
庄
に
お
か

れ
る
（
一
九
六
一
年
平
津
へ
移
転
）

●
本
丸
町
に
膳
所
浄
水
場
が
完
成

小
松
村
・
木
戸
村
・
和
邇
村
が
合
併
し
て
志
賀
町
が
成
立

堅
田
町
と
葛
川
・
伊
香
立
・
真
野
・
仰
木
村
が
合
併

●
湖
岸
の
埋
め
立
て
が
は
じ
ま
る

●
晴
嵐
小
学
校
が
現
在
地
に
移
転

県
立
琵
琶
湖
文
化
館
が
開
館

●
名
神
高
速
道
路
栗
東-

尼
崎
間
開
通

琵
琶
湖
大
橋
が
完
成

サ
ン
ケ
イ
バ
レ
イ
（
現
び
わ
湖
バ
レ
イ
）
が
開
業

●
湖
岸
道
路
浜
大
津-

唐
橋
間
開
通

●
こ
の
頃
か
ら
若
葉
台
の
宅
地
開
発
は
じ
ま
る
、 

以
後
富
士
見
台
、
秋
葉
台
な
ど
の
造
成
は
じ
ま
る

大
津
市
と
瀬
田
町
・
堅
田
町
が
合
併

び
わ
こ
大
博
覧
会
が
開
催

●
由
美
浜
の
終
末
処
理
場
第
一
期
工
事
完
成

び
わ
こ
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
の
開
発

琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
が
施
行

●
富
士
見
小
学
校
が
膳
所
・
晴
嵐
両
小
学
校
か
ら 

わ
か
れ
て
開
校
す
る

国
鉄
湖
西
線
開
通
、
近
江
大
橋
の
開
通

琵
琶
湖
に
赤
潮
が
発
生

び
わ
こ
国
体
の
開
催

●
北
大
路
中
学
校
が
粟
津
中
学
校
か
ら
わ
か
れ
て
開

校
す
る

学
習
船
「
う
み
の
こ
」
本
格
航
海
を
開
始
、
世
界
湖

沼
環
境
会
議
が
開
催
、
中
華
人
民
共
和
国
牡
丹
江
市

と
友
好
都
市
提
携

湖
西
道
路
の
一
部
開
通

延
暦
寺
が
世
界
文
化
遺
産「
古
都
京
都
の
文
化
財（
京

都
市
・
宇
治
市
・
大
津
市
）」
と
し
て
登
録

琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
が
完
了

大
津
市
制
一
〇
〇
周
年

大
津
市
が
古
都
指
定

大
津
市
と
志
賀
町
が
合
併

大
津
市
が
中
核
市
へ
移
行

大
津
市
制
一
二
〇
周
年

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

大正時代 昭和時代 平成時代 令和時代

「近江名所図会」（国立国会図書館蔵）に描か
れる粟津御供

日
ひ

吉
よ し

大
た い

社
し ゃ

の西
に し

本
ほ ん

宮
ぐ う

の祭
さ い

神
じ ん

である大
おおなむちのみこと

己貴命（三
み

輪
わ

明
みょう

神
じ ん

）は、大津宮に都が移っ
た時に、大

や ま

和
と の

国
く に

（奈良県）から移ってきた神です。伝説では、まつられる場
所を探していた三輪明神が湖

こ

畔
は ん

にたたずんでいると、一
い っ

艘
そ う

の漁船が通りかか
ります。この船を操っていたのが粟津神社の祭神である田

た

中
な か

恒
つ ね

世
よ

です。三輪
明神は、この船に乗って唐崎に上陸し、その後、日吉大社に移りますが、船
上で三輪明神は、田中恒世から粟

あ わ

飯
め し

を献
け ん

上
じょう

されました。これが、毎年４月
14日の山

さ ん

王
の う

祭
さ い

で献上される粟津御供の由来です。この粟津御供は、膳所城
下の五社が交代で用意し、唐崎の沖で日吉大社の神

み こ し

輿に献上されています。

粟
あ わ

津
づ の

御
ご

供
く

杉浦町の若宮八幡神社では、毎年９月に放生会がおこなわれています。放
生会とは、本来は捕えられた生き物を逃して殺

せ っ

生
しょう

をいましめるという宗教行
事です。当日は、午前中に本殿で神事がおこなわれます。続いて午後から 
２基の子ども神

み こ し

輿が繰り出し、町内をまわります。
午後４時からは、蜆

しじみ

流
な が

しの行事がおこなわれます。宮
ぐ う

司
じ

や氏子らが、蜆の
入った桶

お け

と氏子から奉納された人
ひ と

形
が た

を持って粟津の浜へ出向き、宮司が琵琶
湖に向かって祝

の り と

詞を奏
そ う

上
じょう

します。そのあと蜆を琵琶湖へ放流すると同時に人
形も湖に流し、一年の災いを払います。

若
わ か

宮
み や

八
は ち

幡
ま ん

神
じ ん

社
じ ゃ

の放
ほ う

生
じ ょ う

会
え

第二次世界大戦以前の大津では、レーヨン（人
じ ん

絹
け ん

＝人
じ ん

造
ぞ う

絹
け ん

糸
し

）の製造が盛
んでした。市内には、大正から昭和にかけて東洋レーヨンのほか、石山駅北
側にあった旭

あさひ

絹
け ん

織
しょく

や、堅田の昭和レーヨン（東
と う

洋
よ う

紡
ぼ う

績
せ き

）などが創業し、昭和
初期には全国の半分近くの量が滋賀県で生産されていました。こうした工場
ができたのは、琵琶湖の豊かな水が利用できたからです。東洋レーヨンは 
1926（大正15）年に創業し、1938（昭和13）年には瀬田工場も設置されました。

東
と う

洋
よ う

レーヨン滋
し

賀
が

工
こ う

場
じ ょ う

（東
と う

レ滋
し

賀
が

事
じ

業
ぎ ょ う

場
じ ょ う

）

大正時代に造られた、膳所出身の日本画家山
や ま

元
も と

春
しゅん

挙
き ょ

の別
べ っ

邸
て い

です。広い屋敷
地の西に数

す

寄
き

屋
や

造
づくり

の近代和風建築の建物が、東には庭園があります。本
ほ ん

屋
お く

、
離れの持

じ

仏
ぶ つ

堂
ど う

（記恩堂）、土蔵、表門などの建物は国の重要文化財に指定され
ています。また琵琶湖や対岸の山々を借景とした庭園は市の名勝に指定され
ています。建築、庭園とも大正時代の数寄屋趣味のあり方をよく残しています。

近くの膳所焼美術館には、春挙と弟子たちが絵付した茶道具などが数多く
収蔵されています。

蘆
ろ

花
か

浅
せ ん

水
す い

荘
そ う

（記
き

恩
お ん

寺
じ

）

東レ滋賀事業所のようす（1962年）
（大津市歴史博物館蔵）

大正時代〜

大正時代～

1515
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

77
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号

旧伊庭家住宅（住友活機園）洋館

瀬田川西岸の高台に建つ旧伊庭家住宅（住友活機園）は、住友（現・住友 
グループ）の第２代総理事であった伊

い

庭
ば

貞
て い

剛
ご う

により、引退後の住居として
1904（明治37）年に建てられました。建物だけでなく敷地も含めて、国の重
要文化財に指定されています。住友活機園の「活機」とは、「俗

ぞ く

世
せ

を離れなが
らも人情の機

き

微
び

（繊細な心の動き）に通じる」という禅
ぜ ん

宗
しゅう

の思想を由来にして
います。当時としては珍しい洋風と和風を組み合わせた住宅であり、周囲も
緑豊かで建物を引き立たたせます。

旧
き ゅ う

伊
い

庭
ば

家
け

住
じ ゅ う

宅
た く

（住
す み

友
と も

活
か っ

機
き

園
え ん

） 明治時代～1818
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 田辺町

園山一丁目

鳥居川水位観測所

瀬田唐橋が架かる中島のわきにある、水位観測のための施設です。1874 
（明治７）年２月４日に設置され、1992（平成４）年まではこの場所の数値を
琵琶湖の水位としていました（現在は県内５か所（片山、彦根、三保ヶ崎、堅田、
大溝）の平均）。1900（明治33）年に自記水位計が設置され、自動的に水位が
観測できるようになりましたが、2003（平成15）年までは地域の人々が観測
員となり、毎日欠かすことなく、目で見て水位を確認していました。

鳥
と り

居
い

川
が わ

水
す い

位
い

観
か ん

測
そ く

所
じ ょ

明治時代～
1616

歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号 唐橋町

杉浦町

中庄一丁目 地域の
行事

99
歴史文化遺産歴史文化遺産
地図番号地図番号
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凡例
・�本書は地域学習のため、各学区の歴史や歴史文化遺産について説明
したものです。
・�年表は日本のできごと、大津市のできごとを示し、本書に関わること
については印をつけています。
・�執筆は大津市市民部文化財保護課および大津市歴史博物館職員が分
担し、編集は文化財保護課にて行いました。
・�本書の作成にあたり、各文化財所有者の方々にご協力いただきました。

表紙写真　�上段：鳥居川水位観測所、中段：「近江八景図屏風」（大津市歴史�
博物館蔵）に描かれた膳所城、下段：粟津湖底遺跡（滋賀県提供）

裏表紙写真　�上段：御霊神社（鳥居川町）、中段：旧伊庭家住宅洋館（住友活機園）、
下段：膳所茶臼山古墳の後円部頂上（葬り塚）

・総論中の太字については、後のページで解説しています。
・掲載画像は、特記のあるもの以外は大津市の撮影または所蔵です。

発　行／大津市
発行日／令和８年３月27日
印刷・デザイン／株式会社冨士印刷

小学校

　　　年　　　組　　　番

名

前


